
後世へ甲継承が必要
問屋考古館フォーラム

大
昔
調
査
会
　
る
鰻
醒
鰻
摘
録
報
謂
絹
絹
綿

や
文
化
財
に
興
味
の
あ
る
人
、
地
元
関
係
者
ら
が
参
加
。
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
の
現
状
を
知
り
、

後
世
へ
と
受
け
継
い
で
い
く
必
要
性
を
実
感
し
、
保
全
活
動
の
機
運
を
醸
成
し
た
。
　
（
浜
武
司
）

同
館
は
、
縄
文
か
ら
古
墳
時
代

に
か
け
て
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ

た
岡
屋
遺
跡
の
遺
物
を
収
蔵
展
示

す
る
施
設
と
し
て
、
市
民
の
寄
付

に
よ
っ
て
1
9
6
2
年
に
岡
谷
十

五
社
境
内
に
建
て
ら
れ
た
施
設
。

築
6
0
年
を
経
過
し
、
天
井
の
緋
軒

や
雨
漏
り
な
ど
老
朽
化
は
著
し

く
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
調
査
会
副

理
事
長
の
三
上
徹
也
さ
ん
が
岡
屋

遺
跡
の
概
要
と
考
古
館
建
設
の
経

緯
を
説
明
。
同
遺
跡
つ
い
て
「
発

掘
に
は
当
時
の
中
高
生
も
関
わ
っ

た
」
と
し
、
「
縄
文
前
期
か
ら
奈
良

時
代
直
前
ま
で
の
住
居
跡
な
ど
が

見
つ
か
っ
た
複
合
遺
跡
で
、
狭
い

範
囲
で
長
い
期
間
継
続
し
て
人
々

が
生
活
し
て
い
た
珍
し
い
遺
跡
」

と
歴
史
的
価
値
を
強
調
し
た
。

考
古
館
に
つ
い
て
は
「
現
在
は

管
理
者
が
い
な
い
状
匹
と
し
た

上
で
、
「
当
時
の
住
民
で
つ
く
つ

た
岡
届
遺
跡
保
存
会
が
自
発
的
な

意
思
と
努
力
で
造
っ
た
文
化
財
保

護
の
貴
重
な
事
例
」
と
し
、
先
人

の
保
護
の
精
神
を
継
承
す
る
必
要

性
を
訴
え
た
。

こ
の
ほ
か
同
調
査
会
メ
ン
バ
ー

の
坂
間
雄
司
さ
ん
が
、
同
館
を
月

■
1
回
開
館
し
て
館
を
継
承
し
て
い

る
調
査
会
の
取
り
阻
み
を
紹
介
。

ま
た
諏
訪
市
文
化
財
専
門
審
議
委

員
の
二
村
悟
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

が
、
同
館
の
建
築
学
的
重
要
性
と

保
存
の
意
義
を
語
っ
た
。

岡
屋
考
古
館
の
重
要
性
と

の
意
義
を
再
認
識
し
た
プ

ラ
ム


